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｢教養｣の概念について
A Note on the Concept "Culture"
1.｢教養｣とは､単に広い領域にわたって多くの
知識を身につけることだけをいうのではなく､読
書や実際の体験などを通して獲得した｢知識｣､さ
らに ｢思索｣にもとづいて人格的完成をめざして
自己形成していく精神的活動全体をいう｡しかし
この教養としての自己形成を､個々人が自分のま
わりの現実から遊経､ないしは逃避してそれぞれの
内面においてのみ追い求めるなら､その場合の自
己形成は抽象的にとどまる｡ひとはある民族なり､
ある時代なりの ｢文化｣との係わりのなかではじ
めて具体的に自己を教養していくことができるの
である｡そして､逆にまた個々人の ｢教養｣-形
成の努力なくして､いかなる ｢文化｣の形成も期
待すべくもない｡｢教養｣を意味する英語の ｢カル
チュア｣は同時に ｢文化｣も意味する｡まさに､
個人の ｢教養｣は社会の ｢文化｣と深いつながり
をもって成り立つのであるo
Lかし､社会の ｢文化｣にディベンドして個人
は自己を教養するといえども､個人がある時代､
ある社会の文化に無批判に埋没してしまっては自
己を教養することはできない｡
1952年フランクフル ト学派の領袖M.ホルク-
イマ-は当時学長を務めていたフランクフルト大
学の入学式に際し新入生を前に講演を行い､そこ
で産業社会､大衆社会の時代にあって新しい ｢教
養｣のあり方の方向を示した｡その一節に次のよ
うな件がある｡
｢自分自身の事に没頭してそれと全体 との連関
を認識しないなら､そのような者はだれも教養あ
るものではない｡また､大学の職に就いている者
はその学問においてスローガンやきまり文句や先
入観からの自由を獲得しなければならないが､そ
のおなじ自由を世間的なことにおいても時代精神
に抗して積極的に行使しないなら､そのような者
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はだれでも教養のある者ではない｡｣
自分自身の内面にのみ沈潜して外の世界を顧み
ないような者は自己を教養しえないし､さりとて､
外の流行の文化に埋没してしまった者も自己を教
養することはできない｡今日私たちに押し寄せる
商品や情報は上の講演が行われた1952年など比較
にならないほど圧倒的に大量である｡これにどの
ように抗して自分自身を教養していくことができ
るのか｡むつかしい問題である｡
2. ドイツ特有の小説形態に､人間の教養-形成
の過程を描 く ｢教養小説 (ビル ドゥングス ･ロマ
ン)｣というものがあるが､その範となったゲーテ
の 『ウィルム-ルム ･マイスター』の第一部､第
二部のそれぞれのタイトルは ｢徒弟時代 (レール
ヤーレ)｣､｢遍歴時代 (ヴァンデルヤーレ)｣とい
うふうに､手工業時代の職人の修行過程に擬って
つけられている｡つまり､中世以来 ドイツでは徒
弟制度のもと職人たちはまず親方について手で､
すなわち身体で仕事を習い覚えた上で広く世間に
出て仕立て職人､靴職人､錠前職人などとしてひ
とり遍歴を重ね､一人前のマイスター-と自分自
身を形成していったのであるが､この伝統を受け
継いで､人格形成は単に書斎のなかの読書や思索
だけではなく､実際の身体的 ｢行為｣によらなけ
ればならないというのが､ゲーテの教養観であっ
た｡
同じゲーテの作品 『ファウスト』のプロローグ
の部分でファウストが新約聖書の 『ヨ-ネ伝』の
あの有名な ｢初めにロゴスあり､ロゴスは神とと
もにあり､ロゴスは神なりき｣という言葉の ｢ロ
ゴス｣という語をドイツ語に訳そうといろいろ試
みる場面がある｡まずファウストは､普通よく訳
されるように ｢言葉｣と訳してみるが気に入らな
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い｡次に､｢心｣､｢力｣と次々訳語をあててみる
が､いずれも気に入らない｡最後に ｢行為｣と訳
してやっと彼は満足できたという｡この場面､そ
の後の劇の展開を先取 りしている｡やがて書斎の
なかだけの研究生活に飽きたらぬファウストはメ
フィストフェレスと魂を賭けた契約をして若返ら
せてもらい､外の広い世界に出て ｢行為の人｣と
なって様々の遍歴を重ねていくことになる｡ここ
にもゲーテの人格は ｢行為｣を通じて形成される
という教養観が色濃く現れている｡
これに対して日本の教養観念は政治的､経済的､
技術的 ｢行為｣を排除する形で形成されてきた｡
明治の初めから ｢和魂洋オ｣の合言葉のもとヨー
ロッパから洋才､つまり技術的知識のみを摂取す
るのに忙しかった反動から､大正期にはいるとヨ
ーロッパからの文学､美術､思想など精神的文化
のみに限って理解､摂取しようとする教養主義的
傾向が強くなっていった｡そしてその影響のもと､
日本語の ｢教養｣という言葉には外の政治的､経
済的､技術的現実から離れて自分自身のなかで自
己を純粋培養的に形成していくということが合意
されるようになった｡その結果､外の世界に ｢行
為｣的に働きかけることより､読書遍歴を通じて
外の世界から知識を受け取ることが ｢教養｣の基
本とみなされたのであった｡
3.そもそもゲーテはその自然考察において
"Bildung"という言葉を広く ｢さまざまな姿をと
って現れてくる｣といった程度の意味で用い､こ
の活動を有機体一般について認め､その根本活動
とみなした｡
『形態学序説』のなかでゲーテは､｢あらゆる形
態､なかでも特に有機体の形態を観察してみると､
そこには､変化しないもの､静止したままのもの､
他とのつながりをもたないものは､ひとつも兄い出
せず､むしろすべてが運動してやむことがないと
いわざるをえない｣(潮出痕社 『ゲーテ全集』第14
巻p.43)､といっている｡いかなる生命も､その生
命活動を遂行していくために､そして､たとえば
熱い空気や冷たい水といった外的な自然の要素か
ら自らを守り自己を保持するために､外皮を必要
とする｡生命は外皮をとって､つまり一定の形態
のもとに､有機体として現れるのである｡しかし､
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生命は生命である限り､一定の形態のもとに安ら
うことはないOなぜなら､一定の形態に安らうこ
と､それは死を意味するOいやしくも生きている
限り､そこでは生命なきものと化していく外皮の
内側でたえず新しい外皮が形成され､その有機体
は脱皮し､別の形態へと変態していく｡｢ひとたび
形成されたものも､たちどころに変形される｣o
してみれば､｢Bildu噸(形成)｣とは｢Umbildung
(変形)｣である｡生命は一つの形態から他の形態
-､より高い形態-､より成熟した形態-と変態
していくことを通して自己を形成していくのであ
る｡有機体の根源にある生命の方からいえば､そ
れはさまざまの形態へと変態して一定の有機体と
して現れるのである｡そこで､ゲーテは ｢ある有
機体が現れてくる場合､形成衝動の統一と自由は
メタモルフォーゼの概念なしには把握できないの
である｣(『形成衝動』､潮出版社 『ゲーテ全集』第
14巻p.14)､と主張する｡
この形成衝動が最高度に自由に発揮されるのが､
有機体のなかでもとりわけ人間においてである｡
なんとなれば､人間は ｢重大な場面においては立
法者としてふるまう｣Oつまり､人間は､自分自身
から自分に対して形式を課して､或るひとつの形
態へと変容し､自分を形成していくからであるO
人間はすべての有機体のなかでもす ぐれて意志的
に自分自身を形成していくのである｡この意味で
の人間のBildung(人間形成-教養)をゲーテは
ある一個の人間ウイルヘルム ･マイスターを通し
て描いた｡それが 『ウイル-ルム ･マイスターの
徒弟時代』､『ウィル-ルム ･マイスターの遍歴時
代』の二部作の小説である｡
4.ゲーテの 『ウィルへルム ･マイスター』二
部作のプロットはおおよそ次のようなものである｡
町の良家に育った主人公ウィル-ルムは子供の
頃より演劇に興味を抱いていたが､青年期を迎え
ると退屈な市民生活を嫌い､家を出て演劇の世界
へ飛び込んでいった｡そこでさまざまの人や事件
に出会い人生経験を積んでいく｡やがて､かって
の恋人の忘れ形見フェ-リックスを自分の子と確
認したところで ｢修行時代｣は終わりを告げるo
フリー メーソンを思わせる ｢結社｣の一員となっ
たウイル-ルムは､｢三日以上一つ屋根に逗留して
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はならない｡少なくとも宿から-マイル以上-ど
たっていなければ､新しい宿をとってはならない｣
といったその風変りな淀にしたがって､一子フェ
ーリックスを連れて各地を転々とする｡｢遍歴時
代｣の始まりである｡
まず彼は､とある山中で聖書の聖家族になぞら
えたような大工ヨセフの家族に会い､その家に泊
めてもらって交流する｡さらにウィル-ルムはか
っての劇団時代の知 り合いで今はモンターンと名
乗り鉱山の仕事をしているヤルノーに会い旧交を
あたためる｡その折りウイル-ルムは､外科医術
を修得したいため一つ所に滞在できるようあの淀
から解放してもらいたいので､そう結社の同志に
とりなしてくれるようヤルノーに依頼し､彼と別
れる｡その後も淀にしたがって転々と遍歴を重ね
たウィルへルムは､フェ-リックスをある大きな
学園に預けさらにひとり旅をつづけるが､やがて
願いがかない､投から解放される日が訪れる｡外科
医術の修得にいそしみ卓越した外科医となったウ
イルへ/レムは､新しい社会をつくるべく結社の同
志と新世界アメリカへ渡ろうとするところで､こ
の物語は終わる｡
叩参行時代』の主人公の人間形成は､演劇および
劇団生活を媒介としてなされていくが､『遍歴時
代』では ｢手仕事｣を媒介として主人公が自己を
豊かに形成していくさまが展開されていく｡『遍歴
時代』は ｢諦念の人々｣という副題をもつ｡人間
社会に真に有用なものとなるためには､一つの手
仕事に自己を制限し､それに打込まなければなら
ない｡『遍歴時代』 に登場する大工ヨセフも鉱山
師モンターンも諦念の手工業者である.そして､
｢僕のせがれには､一つの限られた手仕事があた
えられるよりも､もっと広く世界を見る目をあた
えてやりたいですね｣といって一子フェーリック
スを連れて遍歴を重ねたウィル-ルムもやがて､
｢あらゆる生活､あらゆる行為､あらゆる技術には､
まず手仕事が先行しなければなりませんが､この
手仕事は､ただ制限することによって修得される
ものなのです.およそ一つのことを正しく知り､
かつ実行することは､百のことを中途はんばにや
るよりももっと高い教養をあたえてくれます｣と
いう一人の老人の意見に従い､フェ-1トソクスを
｢学園｣に預けることになる｡ここに著者ゲーテ
の教養観が端的に表れている｡｢手仕事｣によって
こそ高い意味での ｢教養｣が身につくというので
ある｡そして子供と別れたウイル-ルムも外科医
術の修得に専心し､一人前の医者となる｡医者の
なかでも外科医はとくに手工業的である｡中世ヨー
ロッパでは理髪師が外科医を兼ねていたくらいで
ある｡手仕事を媒介とする人間の自己形成を描 く
ゲーテは､さらに熟達した手工業者の共同による
社会形成を夢みたのである｡
5.ルネッサンスは､中世には卑しめられてい
た ｢肉体｣が古代ギリシア時代と同じように再び
賛歌されるようになった時代であるといわれてい
る｡中世の美術の代表的モチーフである十字架上
のキリストの肉体のみすぼらしさといったらどう
だろう｡それはもうほとんど骨と皮だけである｡
これに対して､たとえばルネッサンス時代の男性
美の象徴といわれるミケランジェロの『ダヴイデ』
は筋肉隆々で､それはクラシック期のギリシア彫
刻の復活を思わせるであろう｡
しかし､そこにはギリシア彫刻とは異なる何か
がある｡コントラポストの完壁な具象化として名
高い古代ギリシアのポリュクレイトスの 『ドリュ
フォロス』と比較頂きたい｡なによりもミケラン
ジェロの 『ダヴィデ』像は頭の大きいことが目に
つくであろう｡これについてはこの像が均衡に欠
けるとの批判がある｡しかしその一万で､この像
はもともとフィレンツェ共和国の市政庁正面入口
前の広場に高い台座の上に立っており､人々は下
から仰ぎみることになるのであるが､その場合､
頭がこれくらい大きいほうが遠近法的にバランス
よくみえるのである､という指摘もある｡しかし
それにしても遠近法的にいってあえて大きくする
必要がない両方の手も大き過ぎる｡それにその手
は血管が浮き出ているところまで詳細に刻まれて
いるO｢手｣が強調されているところ､そこにこそ
古代ギリシアの ｢トルソ｣的な彫刻との大きな違
いがあるだろう｡
このミケランジェロの 『ダヴィデ』像にみられ
る手の強調こそ近代的な人間観における人間形成
-教養において果たす ｢手｣の､そして｢手仕事｣
の役割を象徴しているのではないだろうか｡
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6.ルネッサンス以来､ゲーテの時代にいたる
まで ｢手仕事｣に基づいて近世の ｢文化観｣､｢教
養観｣は形成されていったが､機械生産の労働管
理社会の今日では当然手仕事時代の ｢文化 ･教養
観｣とは異なるであろう｡
鍛冶屋､錠前屋､錬工､時計職など中世ヨーロ
ッパの手工業時代の職人は､自分の手で道具をし
っかり握り､それを駆使し､自分の技術や工夫を
すなわち自分の ｢人格｣を傾け､なにか作品を最
後まで仕上げていった｡彼らはつねに自分の手の
なかからある一定の作品が産み落ちるのを､大げ
さにいえば､ある一定の価値が創造されるのを見
ることができたし､それゆえまた自分の仕事の意
義を確かな手触りでもって把握することもできた
のであった｡
しかるに､分業の細分化､部品 ･製品および作
業の規格化 ･標準化による大量生産の時代の到来
を迎えた現代､どれだけの人が自分の人格を傾け
て仕事をしているであろうか｡規格化され標準化
された作業ならこの ｢私｣でなくても､ほかの
｢誰か｣がやっても同じであろう｡そのような､
もはや仕事ともいえぬ ｢作業｣に誰が自分の人格
を注ぎこむであろうか｡人格を傾けてする仕事に
してはじめてひとは人格を形成していくことが､
自己を教養することができるのに｡19世紀の終わ
り分業の時代を迎え､ニーチェはその著『ェッヶ･
ホモ』のなかで自著の 『反時代的考察』について
振り返って語っている箇所ですでにつぎのように
述べている｡
｢･･･この非人間的な歯車と機械的からくり､
労働者の『非人格性』､『分業』という誤った経済
のために､生は病んでいる｡目的､すなわち文
化は失われて行き､一一-一手段､すなわち近
代的科学という営みは野蛮化する ･･- ｡｣
(KritischeStudienausgabeBd.6S.316)｡
ここでニーチェは ｢文化｣が目的であるといっ
ている｡文中の ｢文化｣ という語は､原文では
"Cultur"で､｢教養｣とも訳しうる｡すなわちニー
チェに従えば ｢生｣の目的は生自身の自己形成と
いうことになる｡ところが目的と手段が転倒して
いるというのである｡そして 『反時代的考察』で
はニーチェは ｢装飾文化｣つまり単なる装飾と化
した ｢文化｣､そして ｢教養｣に痛罵を浴びせかけ
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たのであった｡
ニーチェの時代に比べて､比べようもないくらい
分業が進んだ今 日ではましてや仕事を通じて人格
を形成していくということなど期待しうべ くもな
いであろう｡そして ｢教養｣はいまや単なる ｢装
飾｣に､いや ｢虚飾｣に化そうとしている｡
7.ニーチェは 『ェッケ ･ホモ』のなかで誇ら
しげに､｢教養俗物 (Bildungsphilister)という語
は私の著作以来､国語に残るようになった｣(Kri-
tischeStudienausgabeBd.6S.317)といっている｡
ここで彼のいう ｢私の著作｣とは 『反時代的考察』
のことをさす｡この著作全篇が痛烈な文化批判､
時代批判となっているのであるが､とくにニーチ
ェはその第一篇 『ダーヴイド･シュトラウス､告
白者と著述家』では､普仏戦争での軍事的勝利を
ドイツ文化のフランス文化に対する勝利と取り違
え､いい気になって自己満足的な気楽さに安逸す
る当時の ドイツ文化を似而非文化として容赦なく
批判している｡そして､このような時代風潮に迎
合する知識人を指してニーチェは当時の学生用語
を使って ｢教養俗物｣と呼んだのであった｡以後
それまで俗語として使われていた"Bildungsphili-
ster"という語は､ドイツ語の辞書に採 り上げられ
るようになったといわれている｡
では､｢教養俗物｣の｢俗物文化｣(Philisterkul-
tur)から区別されるべき ｢真の文化｣とはニーチ
ェにとって一体如何なるものであろうか｡
ニーチェは 『反時代的考察』の第-篇の冒頭､
普仏戦争での ドイツの勝因は ドイツの教養と文化
ではなく､ドイツの将校のより博い知識､ ドイツ
の兵隊のより高い教育､そしてより科学的な戟略
にある､と議論した後､｢文化とはなによりもまず､
或るひとつの民族のすべての生活表現における芸
術的様式の統一である｣ (KritischeStudienaus･
gabeBd.1S.163)と､有名な定義付けを行ってい
る｡さらにつづけて日く､｢しかし博識博学は､
文化の必須の手段でもなければ文化の徴表でもな
く､場合によっては､それは文化の反対物たる野
蛮､すなわち無様式性あるいはあらゆる様式のカ
オス的混乱に非常によくマッチするのである｣と｡
上の ｢文化｣についての定義は ｢民族｣という語
を ｢人格｣という語に置き換えればそのまま ｢教
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養｣についてもあてはまるであろう｡｢教養｣ノとは
知識の量とは無関係である｡いやそれどころかニ
ーチェからすれば統一なき多量の知識の氾濫はむ
しろかえって ｢野蛮｣でしかないのである｡その
意味では過剰な情報の溢れる今日の情報化社会の
状況こそまさに ｢野蛮｣ではないだろうか｡みん
なが気楽に同じようなことを全員斉唱的に語るよ
うな人間の｢画一化｣､それは｢様式化された野蛮｣
でしかない｡これに対し｢文化｣､｢教養｣とは､一
個の民族なり人格なりが､絶えざる厳しい自己追
求､自己陶冶をつうじて常に自己を根源的に創造
していって安らうことのない独創的活動なのであ
る｡
8.｢一般教育｣の授業は大学教育の目的の一
つ､｢幅広く深い教養､総合的判断力を身につけ､
豊かな人間性を藤養する｣という教育目的､つま
り ｢教養形成｣という目的を担っているが､その
大部分の (少なくとも､学生が卒業するのに必要
とする単位数の大部分を供給している)授業は｢講
義形式｣､それも｢マスプロ授業｣で行われている.
大学の ｢講義形式｣の授業について､バーゼル大
学教授の若きニーチェは 『われわれの教養施設の
将来について』と題する公開講義のなかで次のよ
うに語っているが､これは現在の｢一般教育科目｣
の授業についてもあてはまっていることではない
だろうか｡すなわち､
｢学生は､聴講する｡彼が語る時､見る時､歩
む時､人と交わる時､芸術を行う時､要するに
彼が生活する時､彼は自立的､つまり教養施設
から独立的なのである｡学生は聴講する一方､
同時に学生は非常にしばしばノー トをとる｡こ
れは､学生が大学の階の緒に依存している瞬間
である｡彼は聞きたいと思うものを選択できる
し､聞いたことを信じる必要もないし､聞きた
くないときは耳を塞 ぐこともできる｡これが 『講
義形式』の教授法である｡
ところで教師はこのように聴講する学生に語
る｡教師が普通考えたり行ったりすることはも
のすごい裂け目によって学生が知覚する事柄と
断絶している｡教授は語る一方､同時にしばし
ばノー トを読み上げる｡一般的には教授はこの
ような聴講者をできるかぎr)多く持とうとするo
仕方のない場合は少数の者で我慢することもあ
るが､ひとりの聴講者で我慢することはほとん
どない｡ひとつの講義する口と非常に多くの耳
とその半数の筆記する手- これが外見上の大
学の装置であり､これが大学という作動中の教
養マシンである｡ところで､この口の持ち主は
多くの耳の所有者たちと切 り離されており独立
している｡そして､この二重の自立性を人は高
揚した気分でもって 『大学の自由』と称える｣
(KritischeStudienausgabeBd.1S.739i.)o
Lかし､ここで称えられる ｢大学の自由｣の ｢自
由｣とは､教授が講義内容を自由に決め､一万学
生は聴講する講義を自由に選択するといった意味
での ｢自由｣でしかない｡自分自身によって自分
を導いていく ｢自由精神｣のそれではない｡もし
学生が単に受容し学ぶだけで､狭い専門領域に甘
んじ､自らを絶えずより高めていく教養力を身に
つけず､専門以外は無教養なままで卒業してしま
うなら､そのような人間は規格に従って仕立てあ
げられた ｢ねじ｣に似ている｡ニーチェは 『われ
われの教養施設の将来について』の草案の一つと
して遺された断章の一つに､｢今日､学問の分業と
専門学校は教養の偏狭化-と導いている｡とにか
く教養は今日までより一層お粗末なものになった
だけである｡仕立て上がった人間､それはまった
く異常である｡工場が支配している｡人間はねじ
になる｣(KritischeStudienausgabeBd.7S.298)､
と記している｡さらに敷宿していえば､今日の大
学の教師たちは工場労働者のように ｢ねじ｣のよ
うな人間を大学という ｢教養｣マシンによってマ
スプロ的につぎつぎ仕立てあげ､社会に供給して
いる､ともいえるだろう｡
では､真の ｢教養｣を育む地盤となるものとし
てニーチェは何を考えていたであろうか｡『われわ
れの教養施設の将来について』でかれは｢哲学｣､｢芸
術｣､｢古典教育｣の三つを挙げているo｢一切の教
養は､今 日大学の自由ともてはやされているすべ
てのものの反対から､すなわち服従､従属､訓錬､
奉仕から始まる｣(KritischeStudienausgabeBd.1
S.750)というニーチェからすれば､古典教育にお
ける厳格な言語訓練や厳しい芸術的訓育がたいせ
つとされるのは当然といえば当然であろう｡しか
し､｢哲学｣は何故だろう｡
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ニーチェは云う.｢人間は諸々の極めて深刻且つ
困難な問題に取り囲まれているので､もし正しい
仕方でそれら諸問題に関心を向けるようにされた
なら､人間は時を得て持続的なあの哲学的驚きに
陥るだろう｡そしてこの哲学的驚きの上にのみ､
それを稔り豊かな地盤として､より深くしてより
高貴な教養が生育することができるのである｣
(ibid.S.741)｡古 くア リス トテレスも､哲学は
｢驚き｣(タウマゼイン)から始まる､と云ってい
る｡ニーチェも云うがごとく人間は､諸々の極め
て深刻且つ困難な問題に囲まれて生きている｡し
かし普通ひとは日常茶飯のことに煩わされその
ことに気づかない｡日常性のヴェールが破れ問題
が問題として現れたとき､そこに ｢驚き｣が生ま
れ､その ｢驚き｣からまことの ｢知｣を問い求め
る活動としての ｢哲学｣が生まれるのであるOそ
して､ニーチェはそこに ｢より深くしてより高貴
な教養｣が生育できる､と言う｡まさに､ニーチ
ェにとって ｢哲学｣こそが ｢教養｣そのものに他
ならないのである｡しかし､その哲学そのものが
大学から追放されているとニーチェは嘆く｡いや､
ニーチェの時代以上に､今日 ｢哲学そのもの｣は
大学から追放されているOたとえ､｢哲学｣という
科目は設けられているとしてもである｡
9.狭い専門領域に偏きない普遍的な能力,態
度､識見の陶冶を目指す ｢一般教育｣の理念は､
古代ギリシア以来のヨ-ロッパの ｢1)ベラル ･ア
ーツ｣の伝統を受け継ぐものである｡｢リベラル･
アーツ｣とは自由民たる限りまず修めなければな
らない教養科目を云う｡この理念は､専門分業の
細分化が進んだ今日､専門的偏狭さから解放され
広い視野に立って自由に思考できる人間を育てる
という新たなる意味において､重要なものとなっ
てきている｡
さて､｢リベラル･アーツ｣の科目が確定したの
は､古代ローマ末期から中世初めにかけてである
が､そこでは､科目は文法学､修辞学､弁証法の
基礎三科 (trivium)と､算術､幾何学､天文学､
音楽の応用四科 (quadrivium)からなり､自由七
料 (septemartesliberales)とよばれた｡基礎三
科に挙げられた科目はいずれも ｢ことば｣とそれ
による ｢表現｣､｢思考｣とにかかわる科目であっ
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た｡つまり､｢ことば｣についての教育が重要視
されていたのである｡
この言語教育重視の伝統は古典的教養教育を旨
とする近世 ドイツのギムナジウムの厳格なギリシ
ア語教育やラテン語教育にも脈打っていた｡しか
し､若い頃ザクセンの名門ギムナジウムのプフォ
ルタ学院でギリシア語 ･ラテン語を中心とする典
型的な古典教育を徹底的にたたき込まれたニーチ
ェは､すでにギムナジウムの語学教育が変質した､
と嘆いている｡当時のギムナジウムの語学の教師
たちは､万言や語源や判読の研究に埋もれてしま
い､｢彼らのうちのだれも我々老人のように､自
分の愉しみのために､自分のプラトン､自分のタ
キトウスを読むことができないのである｣､とニー
チェは述べている (KritischeStudienausgabeBd.1
S.705)｡ギリシア語やラテン語を比較言語研究や
語源研究といったしかたで客観的に研究するので
はなく､もっと主体的に古典と｢自分のプラトン｣､
｢自分のタキトゥス｣として取り組むことによって､
ギリシア精神､ラテン精神を範型とし自らの精神
を形成していくことができる｡それこそが真の教
養というものである｡ところで､或る一つの言語
は､或る一つの時代､或る一つの民族､或る一つ
の精神の産物であり､思想の蓄積であるかぎり､
語学は単に知識獲得のための一つの手段というよ
りもむしろ､語学自体がすでに一つの重要な教養
なのであるQ外国語を学ぶことがすでに別の精神
を学び摂取し､自らの精神を形成していくことに
なるのである｡
ところが､テクノロジーの時代のテクノロジー
関係の用語はきわめて画一的に普遍的であるO機
械についているマニュアルは簡単に他の言語に翻
訳可能である｡つまりその言語には精神がないの
である｡語学教育が単に機械のマニュアルに書か
れているような言葉を理解するための教育に堕し
たとき､それはもはや ｢教養｣教育とはいえない
であろう｡
10.語学教育のなかでもとりわけ教養教育とし
て重要なのは母国語についての ｢読み ･書き｣の
訓練であろうC事実､ニーチェもまた母国語を
｢真の教養が始まる第一にして最も身近な対象｣
(KritischeStudienaus等abeBd,1S･683)とよんで
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いる｡ところが､この母国語が､ニーチェが嘆い
ているように､いやそれ以上に､今日の日本の教
育のなかでなおざりにされている｡そして､その
一方で新聞､週刊誌､テレビに溢れる俗語､業界
用語､省略語､きまり文句､誇張的な表現が今日
話すことや書くことを支配し､誰もがきわめて劣
悪､卑俗な仕方で語ったり､善いたりしている｡
とくに､現代の若者の会話には ｢テレビ｣と ｢漫
画｣の影響は大きい｡彼らにとって ｢ことば｣は
写真や漫画､映像などの添えものに成り下がって
しまい､論理的というよりも挑発的､感情喚起的
なものになっている｡
かって ｢言霊の幸ふ国｣と請われた日本では､
ことば自身が魂をもつと考えられた｡また､念仏
として唱えられた ｢言葉｣は､言葉とは別のなに
かを指示する単なる ｢記号｣ではなく､それ自身
がすでに ｢仏｣であると考えられたりもした｡し
かし､今日 ｢言葉｣からその呪術的力が剥奪され､
単なる ｢道具｣と見られるようになる｡そうなれ
ば､道具としての言葉に求められるのは､使用上
の有効性ということになる｡その限りでは､ウィ
トゲンシュタインのいうように､｢ことばの意味
について語るな､使用について語れ｣ということ
になるのかもしれない｡しかし､それは人間の道
具化を一層おしすすめるに過ぎない｡
道具としての言語は､それが情報伝達のために
使われる場合にはその効率的使用のために､画一
的な一義性において使用されることになる｡この
場合その言語の意味するところは一義的明瞭さを
有するが､含蓄的な深みのない浅薄なものとなる｡
このような言語を媒介として画一的な情報は効率
的に伝達できるかもしれないが､しかし何らの抵
抗もなくスムーズに情報伝達が行われることによ
ってそこには ｢問答｣が､すなわち弁証法的思惟
が起こってこない｡かくして､言語の情報伝達道
具化のなか人間の思考能力は麻埠する一方､コマ
ーシャルなどの誇張的な表現の言語は思考の麻俸
した人間の感情､欲望を効率よく挑発し､操り動
かすO巧みに操作されたマス ･コミュニケーショ
ンの大衆向けの言葉は､思考能力､批判能力を喪
失した大衆にとって､近世剥奪された呪術的力を
ふたたびもつのである｡
マス ･コミュニケーションの呪術にかかって魂
を奪われて流行語に流されないためにも､いまま
さに求められるのは､自分の魂を､そして人格を
傾けて語り､そして書く能力であり､そのための
言語上の訓練である｡
ll.古くプラトンが 『国家』のなかで魂の教養
のためにムウシケ- (音楽 ･文芸)とともにギュ
ムナスティケ- (体育)も必要だとしたように､
教養形成の方法は書斎のなかで座しての ｢読書｣
だけに限らないことは確かではあるが､｢読書｣が
教養のためのもっとも有力な方法であることもま
た確かである｡ある人の ｢読書遍歴｣こそ､その
人の教養形成の道程を端的に示すものである｡
時として､この｢読書遍歴｣の途上で､｢魂の転
向｣を引き起こすような遊道というべき出会いも
ある｡例えば､ニーチェのショー ペン-ウ7-と
の出会いがそうである｡大学時代のニーチェは生
活が荒れ､ボン大学からライブツイヒ大学-移っ
たときには､体調も思わしくなく､無気力な状態
にあった｡このような時に彼はショー ペン-ウ7
-の主著 『意志と表象としての世界』に出会った
のであった｡その模様をニーチェ自身次のように
記している｡
｢ところで､かかる状態でショー ペン-ウアー
の主著を読むことが､どのような影響を与える
か想像してほしいOすなわち､ある日私はロー
ン老人の古書店にてこの本を見つけ､私が全く
知らなかったこの本を手にとり､ばらばらと頁
をめくった｡いかなるデーモンかは知らないが､
『この本を家に持ち帰れ』と私にささやきかけた｡
とにかく性急には本を購入しない私の普段の習
慣に反して､そのようにした｡家に帰ると手に
入れたこの宝物を手にソファーの隅に身を投げ
かけ､このエネルギッシュで陰欝な天才が私に
力をおよぼすがままに身をまかせ始めた｡｣
(シュレヒタ版全集第3巻133頁)
この後2週間､ニーチェは潰れたかのようにこの
本をむさぼり読み､無理やりにでも自分自身を夜
中の2時にベッドに追いやり､朝は6時にベッド
をはなれなければならないほどだったという｡｢本
と娼婦は､ベッドに連れ込むことができる｣とベ
ンヤミンは言ったが､ニーナュにとってショー ペ
ン-ウア-の本はベッドに持ち込んで寝る前にち
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よっと気軽に読むといった代物ではなかったので
あるOこのようなショー ペン-ウ7-の本の耽読
のなかからやがてニーチェは彼独自の思想を懐胎
するのであった｡
ところで､大量の書籍が刊行され溢れかえる情
報化時代の現代､このように本との衝撃的なまで
に創造的な遊蓮がなおありえようか｡大量生産大
量販売の時代にあって本も消耗品として流通する｡
大量に売れなければならない｡人の目を引くよう
にどぎつい装丁を施し､野菜 ･果物なみに店頭に
山積みされて売られる｡それらの本は流行廃れが
激しく､少し経って売れ残れば生鮮食料品の野菜
果物なみに廃棄処分とする′しか仕方がないだろう｡
このような現代にあって､読書による教養はなお
望むべくもあろうか｡
12.1990年製作のドイツ映画に 『ゴー ･トラビ
ー ･ゴー』という映画があるO｢トラビー｣とは､
旧東 ドイツで製造された大衆車 ｢トラバント｣の
愛称｡かって子供が生まれたときに申し込んで､
その子が結婚する頃になってやっと順番がきて手
にはいるといわれるほどの人気車であった｡しか
し､この人気はトラバントの性能の優秀さを表す
ものではなく､社会主義国家の計画経済の硬直性
を表しているに過ぎなかった｡｢技術の化石｣とい
われるほど技術革新から取り残され､ドイツ統合
近くまでソ-サイクルエンジンを乗せ､ポッポッ
と青白い排気ガスを吐きながら東 ドイツを走りま
わっていた車である｡こんな旧式の皐ですら旧東
ドイツではなかなか手に入らなかったのであった｡
さて､映画のス トー リー であるが､東 ドイツザ
クセンの国語教師ウドが妻と年頃のひとり娘を連
れてゲ-テの 『イタリア紀行』(1816-29)を片手
に愛車 トラビーを運転し､ア′ルブスを越えてイタ
リアのナポリまで旅行するという話である｡その
トラビーたるや､その年頃の娘が生まれたときか
ら乗っているという代物∴途中さんざ人にからか
われ､故障したり事故を起こしたりしながらなん
とかナポリに到着｡その時にはすでに車体はぼろ
ぼろ､ボンコツ車同然になっていた｡それでも主
人公一家はいかにもいとおしげにトラビーの車体
を丁寧に磨いてやって､再びそれに乗って帰路に
つくのであった｡そこには西 ドイツに経済的に大
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きく水をあけられプライドが傷つけられ､くじけ
そうになりながら､どっこいそうは行かないとい
った東 ドイツ市民のしたたかな姿があった｡
もうひとつ､主人公ウドにみられるのはドイツ
人の旅行好きといった姿である｡それも､｢教養旅
行 (Bildungsreise)｣という言葉があるくらい歴
史探訪､芸術探訪､文学探訪の旅行が好きである｡
わが主人公ウドもゲーテの 『イタリア紀行』に描
かれた場所をつぎつぎと訪れてはその一節を口ず
さんでいる｡その姿にディレッタントな俗物根性
を見ようとすれば見て取れるであろう｡しかしそ
の旅行は､｢美術史家といくヨーロッパ一週間の
旅｣といった類の講師までパックされた最近流行
りのパッケージツアーに比べれば､商品化されて
いない旅であり､はるかに冒険に富んだものであ
る｡その点その旅は､単に知識を受動的に受け取
っただけで終わりはしなかった｡ウドの妻の妊娠
は､旅行から帰ってからの彼の一家の新たなる生
活の胎動を予感させる｡このように､新たな生活
を形成する旅行､それこそ真に"Bildungsreise"
というにふさわしいであろう｡
13.現代社会において新聞､写真週刊誌､テレ
ビ等のマスメディアは､大量の情報を世界各地か
らリアルタイムで伝達し､私たちの身の回りには
大量の情報が溢れかえっている｡しかし､大量の
情報を手軽に手にいれることができることによっ
て一体私たちは教養を深めることができるように
なったであろうか｡いや､否といわざるを得ない
だろう｡
現代社会はデモクラシーならぬメディアクラシ
ーの社会ともいわれているo巨大化したマスメデ
ィアは人々に強大な影響力をふるい､社会を動か
し､支配している｡そのような状況下､今日マス
メディアを通じて日々人々のもとに一方的に押し
寄せるジャーナ リスティクな情報は余りにも大
量であり､人々はそれを人格形成のための糧とし
て受け止める暇もない｡豊かな人格を形成するど
ころか逆に､人々はジャーナルな仕事とジャーナ
リステイクな情報とに追われて人格をすり減らし
ながらその日その日を過ごすことになる｡人々の
関心は自分の人格を高めること､つまり教養の形
成へと向かうことなく､マスメディアが提供して
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くれる些末な事柄についての情報に向かう｡かつ
てなら､サロンでひそひそ鳴かれたスキャンダル
もいまや公然と公器たる電波を介して地球をかけ
めぐり､世間の人々の耳目を強引に引くことにな
る｡
たとえば､英国王室のスキャンダルに人々はマ
スコミ報道によって否が応でも興味を引き寄せら
れることになる｡英皇太子妃の結婚生活の内幕を
暴露した 『ダイアナ妃の真実』という本は発売以
来半年もたたないうちに英語以外の22カ国語に翻
訳され､全世界で300万部が売られ､著者のもとに
は日本円にして6億円以上が転がり込んだという｡
いまや英王室スキャンダル報道は1兆円産業｡こ
れに群がる報道陣もあさましければ､彼らによっ
て伝えられた情報をむさぼり読む人々もあさまし
く､自ら心を貧しくしている｡
かつて一切の財産を捨て､キリストの愛と清貧
のうちに生きた ｢フランチェスコ派｣のモットー
に､｢何ももたぬものこそ､すべてを手に入れるも
のなり｣(nihilhabentes,omniapossidentes)と
いう言葉があるが､過剰な情報の氾濫の中で知 り
たいと思う (あるいは､その実それについて知 り
たいと思うように仕向けられた)情報のすべてが
手軽に手にはいる今日の人々については､この言
葉を裏返して､｢すべてをもつものは､何も手にい
れぬものなり｣(omniahabentes,nihilpossiden-
tes)といえるのではないだろうか｡
(追記) この研究ノー トは､平成5年度長野大学
特殊研究助成金の交付を受けた研究の成果の一部
である｡ゆくゆくは本格的な論文に纏めあげてい
きたいと考えている｡
(えんぞう はるゆき 教授)
(1994.3.31受理)
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